
「地域での支えあい」によるまちづくりを目ざして

2011 . 4 . 1市政だより 天草   No.120 89

　

天
草
市
地
域
福
祉

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
は

　　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人

（
見
守
り
対
象
者
〔
要
援
護
者
〕）
た

ち
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、〝
声

か
け
〞や〝
見
守
り
〞な
ど
の
支
援
を

行
う
よ
う
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
事

業
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み

　

地
域
住
民
や
地
域
の
各
種
団
体
、

協
力
事
業
所
な
ど
が
日
常
生
活
ま
た

は
業
務
中
に「
高
齢
者
な
ど
の
異
変
」

や
「
生
活
上
の
困
り
ご
と
」
な
ど
に

気
づ
い
た
場
合
に
、
近
く
の
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
連
絡
し
、
同
協
議
会

が
「
対
象
者
の
現
状
把
握
」
と
「
即

時
対
応
」
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

制
度
の
周
知
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
対
象
者
な
ど
の
安
全
を
最

優
先
す
る
た
め
、
緊
急
の
対
応
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
同
協
議
会

で
は
な
く
、
直
接
警
察
署
ま
た
は
消

防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　

地
域
福
祉
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に
つ
い
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は
、

そ
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域
に
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活
す
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人
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ち
の
力
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で
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市
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ん
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で
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ら
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•新聞や郵便物がたまっている
•夜（昼）になっても電気がつか
ない（ついたまま）

•いつもの時間に見かけない

●本 渡 支 所　☎㉔0100
●牛 深 支 所　☎722904
●有 明 支 所　☎530110
●御所浦支所　☎673782
●倉 岳 支 所　☎643788
●栖 本 支 所　☎663367
●新 和 支 所　☎463770
●五 和 支 所　☎321076
●天 草 支 所　☎420678
●河 浦 支 所　☎761401

広げよう地域福祉　ネットワークの輪

た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
福
祉
』
へ
の
さ
ら
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力
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。
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福
祉
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　地区の班長や関係者
などと協力して、事前
に承諾を得た高齢者世
帯などを訪問する、“見
守り活動”に取り組ん
でいます。対象者の家
には専用のカレンダー
を備え付け、面会をし
た支援者がチェックす
るしくみです。
 中区は、高齢化率が
約43％、山間部には高齢者世帯が点在し、近
所づきあいそのものが見込めないケースもある
など、厳しい環境下にあります。
　それでも、この取り組みを続けていくこと
で、地区住民どうしのつながりを守り続けてい
きたいと思っています。

距離を超えて住民どうしのつながりを守る

区長  瀬川一孝さん
天草町 福連木・中区

　今回、私ども郵便事
業（株）本渡支店は、「天
草市地域福祉ネットワ
ーク事業」に賛同し、
協定を締結いたしまし
た。この事業は、私ど
も郵便事業の理念「地
域に根ざしたあまねく
公平なサービスを提供
する」と趣旨を同じく
しています。
　私たちも、天草市、天草市社会福祉協議会と
一つになり、皆様の生活が安心・安全なものと
なるように協力してまいります。
　皆様のご理解とあたたかいご支援をよろしく
お願いいたします。

住民の生活が安心・安全なものと
　　　　　　　　  なるように協力

担当課長 石田貢一さん

郵便事業㈱本渡支店

天草市社会福祉協議会本所
☎322552

こんな変化に気づいたら…

地
域
福
祉
の
発
展
に
向
け
て

へご連絡ください。

　本渡北地区では、行
政区長や民生委員・児
童委員などが連携して
“命のバトン事業”に取
り組んでいます。これ
は、高齢者などがかか
りつけ医や緊急連絡先
などの情報を記載し、
専用の筒に入れて自宅
の冷蔵庫に保管しても
らうもの。多くの対象

者に喜んで参加していただき、実際に具合が悪
くなった人を迅速に医師へバトンタッチできた
例もあります。今後も、行政区長や民生委員・
児童委員、老人会などの皆さんを中心に連携し
ながら、多くの住民が“目配り・心配り・気配り”
のできる地域になるようにがんばります。

みんなで“目配り・心配り・気配り”を

会長  堀田倫子さん

本渡北民生委員児童
委員協議会　

市内23の事業所と協定を締結
　２月25日、天草市民センター展示ホールで「天草市
地域福祉ネットワーク事業協力事業所等協定締結式」
が行われ、市と市社会福祉協議会、市内23の事業所と
の間で、高齢者等の見守り活動などに関して協定が結
ばれたました。各事業所においては、これまでも独自
に見守り活動に取り組むなど、地域福祉の推進に尽力。
　今後は、よりいっそうの支援が期待されます。

▶協定締結式のようす


